












語の発音比較研究(第 1報)破裂音の有声・無声・有気についてJ( W 日本学術協会報告~ 16 




















































































































例えば「朝鮮の初等教育に於ける仮名遣J( W国語運動~ 2:1， 1938: 32・26)は、歴史的仮名
遣いの難しさという日本語の側の問題を論じたもので、「母語を異にしてゐる者に国語(日本
語)を教授する必要上から見て出来るだけ国語を学び易いものにすることは必要なことであ
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く ，全く主主持式-:\f_(書式の~;~授によ てニ、て， lfr謂迫i;科(:1可
知Rir:なるものを児童に詰め込んでゐた従来の弊を深




J:~科教育ヰヰ)rl培 f '(; (fjgプ]'lJ役WHむとしたいと忠ひ





































































中の l二I Jrl，rr;~I!!Uの議i況の動きを見るものとす- f立し














考~、られる i~Xその駄に潟訟を忘れてはならなL 、 持
者l主今後もう と制、， 、ガ弓 γ、官;ベ~1ttFd~);.mを月一Ji.)、てみよ
うと，思ってみる.
I;，;j 斗;ー- (~j幻4人的草JJs:"{: if\'及7Y~11Nfv.)投資比校研究仁三;'~ J ~ô;~t) 
"'. 




心~;Wð-J:~欽家主t， 1斗!苑ゑ:授 J.J特別の1111灯皆、に より同数至宝







0)御懇fI守に釘 し深訟の~~.t詰・を決闘する . !I ~iに路大の























使用 KynlOt~ i.氏pli は京以;iW大心主ill[;9:~語、E芸術j f.j'の
バY，Piral'd &. CりeUI't.levache~会社製のもので，
底流モーター付ぐ諮電池を'1E滅として使用 j庖i訴iの




~~ (長さ H-l.5'cm)の先にーヒルロイド t、長さ1.5
CIn fú:，タミi怖を -15'。イ立に ~Ujげる)を附したもの.
t始l土厚手のハトロ ν紙を (!J~用.)
3 fiJの中口If'主言己主主用タンマ・-JL "-'ドラムl土パイプ
形のものでライブチヒ ，ZimmermalllJ設の J~ ~ ス
ロー氏管機波打ii銀器で之に厚手のコ"..~..~;を遜 じて口
金 (むml>OU('hlHt-) に3切る.口金l土問教室コ.作家で
作製せし?らの.漏斗形 1 倒r 品鍛形 2 側の n~重を
使用.
P良野lfi己主主j否~"!I"プ - >l.にゴム ':i~;で抜献してゐる
lのと'あてJ(brynx-rC'e'jr.Jt'rl (土蔚形漏斗.'1~めもの





JlIjて‘はなく 1'b: Jυ，1[l'mtl (lf (ienl'rul P示reh(Jlogj
1川120琵殺の C.V.T-(l.1dgil1、 氏守ト l手'I(p P .H.f1-







































上掲 9穫の子育の 1箇と軍一母音 1簡との結合
よりなる熟脅を設官せしめ KYll10苫rapbでとった
喉ITsi， 口中，仁l院の 3記鋭、fJl:l綜(之をタミk L， E， 
M 線とよぶこととする‘)を]箆帯の按mlJの遅速によ
って分類してみると第 1臨|に示した如き六つの段
階に別けることができる 之を第 1型第ヨ型・ ・
一一 li.i:]一一一



























から E線も L線も波紋曲線を描L・てゐる 而して
j辛苦 aが終るまで綴く.
~í~ 3型ではきE宇佐の摂動は B!f}.iから始ま h(J;賂
は A，C 2貼の中程)，第 3型では O拙から18ま
る.第 4型に於ては D黙に到らないと産主主容の振動
が始まらない.そして CD間に微かな京音 (h]が































(i) 峨， et:J-).盟・…;叶， td，宝・・・噂;yi-，汐';'
z ・ ~!;の波音はすぺて第[;'型であること.




は第 n型第 4型の 2種が普通でゐる.上例外とし




















2 ! i(2) 3 5(7) 4 : 19(9) 







京( I~' ，t1. 平
C 
4 
畿き l宥 ヰ七 南
1 。 。 。 1 
。. 。 。 。 1 
υ 。 (2) 4 9 ・a 。
4 2i(6) 9(3) 5(3) 
5 (4) 。 。 。 (4) 





3 (3) 6 。 6(3) 
4 4~(2) 5 生 5J(2) 
5 (4) 。 。1 (4) 




音~行官(ーチツをl除く)-カ行脅は第 3 型お(~ 4型の











(iv) 図詩のパ， 〆， ガイニT脅l土第 I，2型を含み，
パ !I， ヵ行脅l士第;3，4型を含む.
この結論の中で特に従来我々の考へてゐた誌と，~~






























パを日玖 :' lß~ 名 t ずi・ 4芯名 t
去、を先住しとしたも (1) :J1.Qモit1i・!:し，たもの
古~. ti，) 




てみな~ 、 こと を奈から示して く れると忠"'~
参考~ 3¥t獄
佐久間!lH: 日不す互霊泉. 一般ニ~~:.Lf~l}.~
正~2~Y.，、 IE 材r， : J't験実EIT普段JJ\~
'J，.fT議平 : ~I~í認jffj3 f~:r: itl.h:~若者!i認
fj~得~UJ:コ!.;:HI~ : 砂号・の官 Hill卒的主上~r. の Jt徴的研究
(， /1':'、 J1il.~己問先有'~ .1";: t.~ヰ!i:J!!年 P J.!)-:.lO )冴紋〉
貫主主 任ìn jJill三 nl~ : !. Z父君ーをilfr.iJ二するカー訟を考
';{，よされたるやず
ヨ I'J'úlι人の!5i雪がかv、って~1í!:gi:)\_語・らよよ ると fifI
〆ぞ不続定でi院削、であるか?
3守 lち .f占のへの f;fJ宝;'r~Øjけえと草j~主下のノ" '.(7) と忌':J}~ り， Y4
る [!~"i を !)'!)';;IJ の J;I 安 としてゐる n~に見える.
答 灰岩: 二(I)J'lýj~~から導いた議脅の9:.~tlEに丸、
ては主だ..:.i;:;''''''、てをりません.普J訟の幻:i;!f~i， ゐら玉三J匹、 1 :J:'r.l:
このーや>]-{;I'!J・1らみてもtJt土C ， フと相似と:考へら 絞$tt.!~fr カず行をま ちがヘ主せんからパバ行のみゆ
れない， 士f，IJミで工 uゃうであり ますが私はかう考-'-てゐます
(11) 同校'~::1;;:: 1J(; むにも~-l-::Hr悶談中の台育=を l:f:-a
心に板門前刀;主主脅して似名で替市、らせた資料から
















てをパと正し ; 安，:.~r-{ったも.r 
~ t，. .，. }..吉a.-:寸 -d 』F
.:!_ ". ':-iv、 ..;，_ '1-j 
ダをダと:l1:.しく完刊ずったもの
ぜをダと誤ったもの
T を空と正 L<~取ったも tオs
"をダ、と誤Jニ・たもの




この:j;;j'料からみても t1rが寸 ， 1トと ~:fff以でなし ・こ
とがJ包{(1~ される. I.~)均\&1i'氏が昭和 G 年度尚北道某
ノ!、与校で [i. ij じ:'~ç~~な繋1]えを 1. 6 態年三官ï'Yl.x十名に替取
らせたも のもよと 似た枯ヨミを旋てゐる} 但し上記









一つ円 cat・ (~g(l l"y の中ヘ入れてゐて前者を少しも何
日リしてゐないので今夜ち に1'佐i自私にパと r.を伐む
わける こと が六ケ Jli~ しいのだと思ひますーか:.1;'，って
しまへl'i)~~jIE I主不可ímの干う に見えますが， 併しその
基本の苓;.j切t十分9'IjUJjしてをれI-i'ri}カによてコては例、
と川{j{I~，'7Jとの逃があると忠ひます. 日とこ.フが pa-
1'，， 11<:1でない l~!~iが矯IEに役立つ気も し ます.
とにかくとれらの問題はもう 少し 羽鮮人見主主(!，徒
の悶訟の波普を 51泊五年すれば何か阪商い結果が;;~ られ
るかと，E、ひ主す.主1.1土Ji土f<})1:)巳フが])"1':11ピiであ
ると考へてゐたγこめ ~U]斜ノ'-&:1i七の医!鉛の議もーは少し
しらべましたがどちら誌といへばパパ行をやヲて月
て力 _17行をあまりやヲてを !i王せん.今1元との万危l
にー'!i.fp与党をす Lめたいと，思'0、ます.
。
